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1. 新規採用医薬品として採用（2023年10月17日から処方可能） 

◆一硝酸イソソルビド錠20mg「ＮＩＧ」（日医工）                  狭心症治療用ISMN製剤 

◆タケキャブOD錠10mg・20mg（武田薬品工業）          カリウムイオン競合型アシッドブロッカー 

◆トリヘキシフェニジル塩酸塩錠2mg「ＮＩＧ」（日医工）            パーキンソン症候群治療剤 

◆ナフトピジルOD錠25mg「サワイ」（沢井製薬）            前立腺肥大症に伴う排尿障害改善剤 

◆フロセミド注20mg「ＮＩＧ」（日医工）                          利尿降圧剤 

 

2. 要時発注医薬品として採用（2023年10月17日から処方可能） 

◆ヴィアレブ配合持続皮下注（アッヴィ合同会社）                   抗パーキンソン剤 

■スピンラザ髄注12mg（バイオジェン・ジャパン）                 脊髄性筋萎縮症治療剤 

◆ドプテレット錠20mg（旭化成ファーマ）                 トロンボポエチン受容体作動薬 

■ベスポンサ点滴静注用1mg（ファイザー）         抗腫瘍性抗生物質結合抗CD22モノクローナル抗体 

◆メンクアッドフィ筋注（サノフィ）                          細菌ワクチン類 

■リトゴビ錠4mg（大鵬薬品工業）                       抗悪性腫瘍剤/FGFR阻害剤 

 

3. 院外専用医薬品として採用（2023年10月17日から処方可能） 

◆アポハイドローション20%（久光製薬）                     原発性手掌多汗症治療剤 

◆ベピオローション2.5%（マルホ）                          尋常性ざ瘡治療剤 

 

4. 院外専用医薬品から正式採用への移行（2023年10月17日から移行） 

◆チラーヂンS錠25μg（あすか製薬） 

 

5. 要時発注医薬品から正式採用への移行（2023年10月17日から移行） 

◆バクスミー点鼻粉末剤3mg（日本イーライリリー） 

 

6. 正式採用から要時発注医薬品への移行（2023年10月17日から移行） 

◆マイトマイシン注用2mg（協和キリン） 

 

7. 手術室専用医薬品から正式採用への移行（2023年10月17日から移行） 

◆レミフェンタニル静注用2mg「第一三共」（第一三共） 

 

8. 採用中止（2023年10月16日まで処方可能） 

◆d-クロルフェニラミンマレイン酸塩徐放錠6mg「武田テバ」（武田テバ） 

◆一硝酸イソソルビド錠20mg「タイヨー」（武田テバ） 

◆ジーンプラバ点滴静注625㎎（MSD） 

◆タケキャブ錠10mg・20mg（武田薬品工業） 

◆トリヘキシフェニジル塩酸塩錠2mg「タイヨー」（武田テバ） 

◆ナフトピジルOD錠25mg「EE」・OD錠50mg「EE」（日医工） 

◆フロセミド注射液20mg「日医工」（日医工） 

◆ベピオゲル2.5%（マルホ） 

◆ペルマックス錠50μg・250μg（協和キリン） 

◆ムルプレタ錠3mg (塩野義製薬) 

◆メナクトラ筋注（サノフィ） 

 

9. 特定患者使用薬剤使用申請書が不要となる薬剤（2023年10月17日から不要） 

■イジュド点滴静注25mg・300mg（アストラゼネカ） 

■サフネロー点滴静注300mg（アストラゼネカ） 

■：全例調査対象薬 

以上 


